
2023 年度 学校関係者評価委員会報告書 

学校法人マヤ学園 島根デザイン専門学校 

学校関係者評価委員会 

 学校法人マヤ学園 島根デザイン専門学校 学校関係者評価委員会は「2022 年度学校自己評価
報告書」の結果に基づいて学校関係者評価を 2023 年 7 月 14 日(金)に実施したので、下記のとお
り報告します。 

1.学校関係者評価委員 

名 前 所   属 

持田 伸吾(委員長) 卒業生：合同会社チェリー 代表 

内藤 貴明 バンケットサービス株式会社 取締役社長 

落合 孝行 一般社団法人おくいずもん 代表理事 

小林 勇治 保護者：島根デザイン専門学校 教育助成会 会長 

2.実施方法、公表 

学校関係者評価の実施にあたっては、年度末に実施した「学校自己評価報告書」を 2023 年度学
校関係者評価委員会にて学校関係者評価委員の皆様にご説明し、学校自己評価の各項目に対する
ご意見と評価をとりまとめた。 
評価結果は、今後の本校における教育活動や学生指導等の学校運営の改善にいかし、教育水準の
向上に努めることとし、ホームページ等に公表します。 

3.2022 年度学校自己評価における学校関係者評価 

価  ５．良い  ４．やや良い ３．普通 ２．やや悪い １．悪い NA．不明 



2023年度学校関係者評価委員評価一覧

評価　 ５．良い 　４．やや良い　３．普通　２．やや悪い　１．悪い　NA．不明

基準１ 教育理念・目的・育成人材像など
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
1-1 理念・目的・育成人材像は、定められているか 3.91 4.00
1-2 理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでいるか 3.91 3.75
1-3 社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか 3.75 4.00

基準２ 学校運営
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
2-4　理念等に沿った運営方針を定めているか 3.64 4.00
2-5　理念等を達成するための事業計画を定めているか 3.55 3.75
2-6　学校運営のための組織を整備しているか 3.42 4.00
2-7　人事・給与に関する制度を整備しているか 2.92 3.30

基準３ 教育活動
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
3-8　学科毎に修業年限に応じた教育到達レベルを明確にしているか 3.77 3.50
3-9　教育課程について、企業など外部の意見を反映しているか 3.60 4.00
3-10　学生等による授業評価を実施しているか 3.80 4.00
3-11　成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用しているか 3.89 4.25
3-12　教員の資質向上への取組みを行っているか 3.70 3.50

基準４ 教育成果
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
4-13　就職率の向上が図られているか 3.89 3.67
4-14 国家試験合格率の向上が図られているか 3.33 3.50

基準５　学生支援
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
5-15　退学率の低減が図られているか 3.63 3.75
5-16　学生相談に関する体制を整備しているか 4.00 4.00
5-17　学生の健康管理を行う体制を整備しているか 4.00 3.30
5-18　課外活動に対する支援体制を整備しているか 3.50 4.00
5-19　保護者との連携体制を構築しているか 4.00 3.75

基準６　教育環境
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
6-20　教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等を整備しているか 3.75 3.75
6-21　防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 3.50 3.50

基準７　学生の募集と受け入れ
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
7-22 学生募集を適切、かつ、効果的に行っているか 3.13 3.50
7-23　入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか 3.67 3.33
7-24　入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用しているか 4.00 3.33

基準８　財務
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
8-25　教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を策定しているか 3.67 3.50
8-26　私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実施しているか 3.40 3.50
8-27　私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか 3.67 3.50

基準９　法令等の遵守
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
9-28　法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか 3.63 3.75
9-29　学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか 3.63 3.75
9-30　自己評価や学校関係者評価の実施体制を整備し、評価を行っているか 3.80 3.75
9-31　自己評価結果や学校関係者評価結果を公表しているか 3.80 4.00
9-32　教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか 3.80 3.33

基準１０　社会貢献
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
10-33　学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4.00 3.75
10-34　学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか 2.67 4.00

基準１１
点検項目 学校評価 委員評価 問題点・改善事項
11-35　留学生の受け入れへの戦略について 3.22 3.67
11-36　留学生の受け入れへの実施状況について 3.14 3.67
11-37　留学生の学習体制及び評価・生活指導についての学内指導体制 3.33 3.33
11-38　学習成果の国内外での評価体制 3.33 3.67

平均 3.61 3.70
上記１１項目に対し、学校自己評価の平均は3.61（５段階評価）、委員による評価の平均は3.7であった。学校自己評価より約0.09ポイント委員評価の方が高い結果となっ
た。
令和５年度より、学校法人第一平田学園から学校法人マヤ学園に運営が変わり、初めての評価付けであった。
学校評価と委員評価の目立った乖離として、①「5-17　学生の健康管理を行う体制を整備しているか」②「10-34　学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を
行っているか」が挙がられ、集中して議論を行った。
①「5-17　学生の健康管理を行う体制を整備しているか」については、学校の保健体制よりも、学生のメンタルヘルスケアについての学校以外の者に相談できる体制を整え
ることが提言された。
②「10-34　学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか」については、学校側の評価が低かった原因は、コロナ禍で活動自粛を余儀なくされたこ
とが原因と仮定し、今年度から対外的な活動が活発化されることを期待する。


